
港・ウォーターフロント

の研究

日本港湾経済学会

創立30周年記念論文集

編集委員会編

株式会社

成山堂書店



。1991 株式会社成山堂書店
本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コピー）

することや他言への鼠裁は．法律で認められた場合を除、き

著作者および出版社の権利の侵害となります。成山堂書店

は．著者から複写復製及び磁載にl系る権利の管理につき委

託を受けていますので．その場合はあらかじめ成山堂書店

(03-3357-5861）あて許諾を求めてください。



序文
一一日本港湾経済学会創立30周年記念論文集の発刊を記念して一一

日本港湾経済学会会長 北見俊郎

日本港湾経済学会が発足してから30回の春秋が流れた。それは港湾がにわか

に脚光を浴びた時期であった。その後の30年間におけるわが国の経済 ・社会の

発展過程の中で，港湾に関わる様々な問題点は大きな変化をみせ，またその研

究の問題意識をも大きく変容させるようになった。

1962年（昭和37年） 10月16・17日， 横浜港を見下ろすシルクセンターの一室

で， 日本港湾経済学会の創立総会と第 1回研究会が聞かれた。時はまさに，

「港湾問題」の渦中にあった。社会科学の側面から，港湾問題に対する接近が

期待されていた。こうした時代の要請に触発されて， 全国の，経済学 ・社会

学 ・法学や工学等を主要な研究の分野とする有志が集い， 「日本港湾経済学会」

が誕生した。

創立総会では，会則が採決され，理事28名，評議員19名など役員の決定がみ

られた。正会員99名，賛助会員13団体であったと記録されている。

本学会の発足以来，第1回大会をはじめ，第10回大会，第20回大会を経て，

横浜港では 4度目となる大会を，今回ここに，国際港横浜の誇る国際会議場

「シンポジア」で， 30周年記念大会として開催されることに感慨を深くするも

のである。

学問的研究がそのままわが国の港湾の発展に結びつくとは思われないにして

も，この30年の聞に蓄積された学会での研究発表や討論，また年報での論文，

各部会の諸活動等は，極めて 「大きな足跡」であったと思われる。またこれま

で各港で開催された全国大会における，多くの会員の方々による研究活動と成

果は，極めて大きな 「インパクト」をわが国港湾に与えているものであろう。

いまでは正会員300余名，法人会員ならびに団体会員50余社を擁し，日本学

術会議にも加盟を果たし，経済学会連合にも参加する等，立派に学術団体とし

て成長を遂げた。

毎年の大会では， 研究者個人の問題意識に基づいたテーマが自由論題として

報告されるばかりでなく ，開催地港湾をはじめ会員諸氏からのアンケー卜に依

拠した統一テーマを共通論題として，論文発表とシンポジュームがもたれる。

こうしたことから，研究はおよそ港湾の抱える広範な領域に及ぶものとなっ
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た。それらが年報として公刊され，会員ならびに研究者に好個の研究材料を提

供してきた。

年報 「港湾経済研究」 1号は，第1回大会発表時の内容を編集し，第2回大

会時 (1963年11月〉に刊行された。その後，第10回大会時 (1971年〉に9号が

刊行され，この時から当該年度の研究発表が含められるようになった。つまり

それまで，年報には前年度の報告が掲載され，その年の報告は翌年の号に載せ

られるのが常だったのである。

こうして重ねられた年報も今30回大会で29号を数える。たまたま「学会創設

30周年記念号」刊行の要望が大きく，これは年度と号数を合わせるのに好都合

でもあった。こうして生まれたのがこの 「港 ・ウォーターフロントの研究」で

ある。

学会の発足当時と現在では「港湾問題」も様変わりした。論集の共通テーマ

にもそれぞれの時代の問題意識が色濃く影を落としており 3 新たな環境問題の

解決や，港の基本的な経済・社会的な体制のあり方が問われでもいる。

巷間，組織のライフサイクルが30年で‘あるといわれている。学聞を柱に据え

る組織が活性を持続するためには，新しい概念や言葉も必要になってくる。学

問研究はすぐれて基本的な理念、や原理を重要視する。その上に人間の理性に基

づく理論的な判断や客観的な一般性を生み出すものである。歴史的背景と蓄積

されたものを充分に踏まえながらも、新しい言葉や概念、を生む必然があるのだ

ろう。

以上の意味で，ここに掲載されている個々の論文が新たな時代への飛朔の一

歩であるとの感慨を禁じ得ない。

きて，本論文集が実現した背景には，学会の健全な発展がある。このことは

また，学会が特定の価値観に傾斜しなかったこと，民主的に運営されたこと等

はもとより，理事 ・役員 ・評議員をはじめ正会員，法人会員や団体会員の一人

ひとりが真塾な研究態度を保ち，誠実に学会運営に携わったことによるもので

ある。ともすると評価される機会の乏しいヲ幸齢、られることの期待し難し、こう

した活動に捧げられた地道な努力が学会を支え，ここまで発展させた原動力で

ある。このことに深い感銘を党えると同時に，感謝の念、を深くする次第であ

る。

とりわけ，この30年の歩みの中で，残念ながらすでに幽冥界を異にされた数

多くの先生方の存在を忘れてはなるまい。こうした先達のご努力と業績のうえ

に学会の今日があることを肝に銘ずるとともに，ご冥福をお祈りする。そのう

えで，個人的な感慨を述べることが許されるなら，学会の歴史に立ち会うこと
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のできた巡り合わせと幸せをH幽みしめるものである。

最後になったが，学会の30年間の歩みに陰に陽にお力添えを下さった関係各

位に心から感謝するとともに，学会の今後の発展により一層の御教導のあらん

ことを念ずる次第である。また第30回全国大会のために物心両面にご協力下

さった横浜市，神奈川県， ならびに横浜の港湾産業各社をはじめ地元関係各位

に心から厚く御礼を申し上げ，重ねて，玉稿をよせられた各位，編集委員の

方々，側成山堂書店のご努力を謝して銘する次第である。

1991年8月
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